
� 東海道線の開通
～人々の期待と忌避伝説～

� �1889（明治22）年７月、東京と神戸を結ぶ東海道線が開通した。東海道線の開通は、静岡県の
産業や文化の発展にとって、大きな役割を果たすこととなった。当初、東京と京阪神地域を結ぶ
鉄道は、防衛上の観点から中山道を経由する計画が進められていた。しかし、山間部を通る中山
道計画は、東海道計画に比べて多額の費用がかかることや工事が長期間にわたること、所要時間
が長いことなどの理由により廃案になった。

１　鉄道忌避伝説

　鉄道の敷
ふ

設
せつ

に際し、「汽車が通ると火の粉で火事が起こる、煙の煤
すす

で汚れる、農作物が枯れる
などといって人々が反対し、町から離れたところに線路を通すことになった。」という話が旧宿
場町を中心に全国各地で伝えられている。いわゆる鉄道忌

き

避
ひ

伝説である。私自身も、まだ小学生
だった1960年代後半に、父から「火の粉で火事になるといって見

み

付
つけ

の人々が反対したために中
なか

泉
いずみ

に駅ができ、見付は発展が遅れて損をした。」という内容の話を聞いたことがある。見付と中
泉は，それぞれ磐田市の北と南にあって市街地を形成し、互いに競い合っていた。旧宿場町の見
付に生まれ育った父にとって、磐田駅前を中心に発展していた中泉のことがうらやましいのだろ
うと、子ども心に思ったものである。だが、この話のように、はたして明治時代の人々は鉄道に
対して無知で頑

かたく

なに拒否しようとしたのだろうか。全国各地に残る鉄道忌避伝説を丹念に調査・
検討した青

あお

木
き

栄
えい

一
いち

氏は、明治20年前後の時期に各地で鉄道の建設計画や誘致が行われた史料が残
されているのに対し、鉄道忌避に関する基本史料が
ほとんどないことを指摘している。すなわち、鉄道
忌避伝説には史料的根拠がなく、むしろ当時の人々
は、積極的に鉄道を受け入れようとしていたという
ことである。

２　鉄道誘致運動

� �静岡県では、1883（明治16）年に、県会議員が上
京して政府に鉄道誘致を請願した。そして、1884年
３月29日には、鈴

すず

木
き

八
はち

郎
ろう

（佐野郡）・海
うん

野
の

孝
こう

三
ざぶ

郎
ろう

（安
倍郡）の両議員が、県下の産業の発達には鉄道が不

可欠だとして、東海道への鉄道誘致に関する建議を県会に提出した。鈴木は県製茶業界のリー
ダーであり、この建議には横浜市場に直結する輸送路を確保しようというねらいがあったとみら
れる。また、このころには、〈史料１〉のように、地域の有力者のなかに、鉄道会社を設立しよ
うとする動きも現れていた。
��1886年７月19日の閣議で、中山道計画が廃され、東海道に鉄道を敷設することが決定された。
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〈史料２〉は、決定に伴い、有
う

渡
ど

郡清水町（静
岡市清水区）の人々が停車場の誘致のために敷
地を提供するとして、県知事宛に提出した請願
書である。同じ頃、静岡―中泉間で、南部の海
岸筋ルートと旧東海道沿いの宿場筋ルートのど
ちらを通すかをめぐり、誘致合戦が起こってい
た。〈史料３〉は、旧東海道宿駅の有志740人余
りが宿場筋ルートの採用を求めて県知事に提出
した請願書である。当時、鉄道の敷設によって、
問屋、旅

はた

籠
ご

屋、人力車、荷車、人足など従来の
陸運に依拠してきた人々が職を失うことを憂え
る声も上がっていた。請願書では、そのことに
配慮しつつ、宿場筋ルートを採った方が、駅周辺での運輸にかかわる新たな職を生み出すことに
より、かえって経済的損失の少ないことを強調している。このほかにも、箱根迂

う

回
かい

ルートをめ
ぐって、三島・函

かん

南
なみ

地域の人々による請願が行われるなど、県下各地で路線や停車場の誘致運動
が展開した。鉄道を通せば、そこにデメリットも生じる。例えば、線路敷設のための築

ちく

堤
てい

・橋
きょう

梁
りょう

設置による水害や農業水利
の変化、土地を収用される地主
の反対などである。だが、それ
以上に、人々は鉄道のもたらす
利益に着目し、地域産業の振興
をめざして鉄道の敷設を望んだ
のである。

３　伝説の再生産

　先の見付と中泉の場合、磐
いわ

田
た

原
ばら

台地を越える際の勾配の違い
と天竜川鉄橋の橋梁の安全性を
考慮して、三方を台地に囲まれ
た見付よりも台地の南縁部に位
置する中泉を選択した可能性が高い。当時のルート選定は、その多くが建設費用と技術的な観点
からなされた。青木氏は、鉄道忌避伝説が広がった原因として、歴史学における鉄道史研究の位
置づけの低さ、地方史誌や社会科副読本の記述などをあげ、現在でも伝説が再生産されていると
述べている。鉄道忌避伝説は、根拠のない噂や常識と思われていることなどに惑わされることな
く、真実を見つめようとすることの大切さを私たちに教えてくれているのではないだろうか。
〈参考文献〉
青木栄一『鉄道忌避伝説の謎―汽車が来た町、来なかった町―』（吉川弘文館）
森信勝『静岡県鉄道興亡史』（静岡新聞社）
大庭正八「明治中期の静岡県における東海道鉄道建設とそれに対する地域社会の対応」（『地理学評論』67巻Ａ12号）
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